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凡例




これは壺井繁治・遠地輝武編「日本解放詩集」（昭和二十五年三月十日　飯塚書店刊）所収のものを電子書籍にしたものです。

表記については、底本に従いました。

なお、たとえ現代において不適切とされる表現がみられる場合でも、原文のままにしています。
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新島　繁










見たまへ

なめくぢは身をくねらせて融け始めた

ちゞまれるだけちゞまつた体をくねらせてゐる樣が

如何にも苦しさうだ

身悶えしながら塩の中を轉ころばつてゐる

おや、ひつくりかへつた

「く」の字に白い腹をみせた

もう融けるばかりだ

なめくぢとしてのお前の有機体はいま分解の過程にある。

なめくぢを構成してゐたその有機物は改めて今度は何になるか

ともかくなめくぢとして統一され構成された若干の有機物のかたまりは

その神経活動に於いて

今や悶えに悶えてゐる

深夜——

流し元の板の間のなめくぢの断末魔を

私は息を殺して凝乎じつとみつめてゐる

下手人はこの私だ

一ッの生命に対して正しく私は破壞行爲を加へた

一個の慘劇といふ印象をこの光景は喚び起す

考へやうによつては重大問題だ

ラスコーリニコフがばゞあの昏倒するのを見すまして

暗い階段を降りて行く時の氣持だつて凡そかういふ系統の氣持に違ひない

それといふのも

若しも私だけが人間で

相手のなめくぢと一騎打ちに相対したとする

どちらが勝つか！

この場合諸君は巨大な鱶ふかか鮫さめほどのなめくぢを想像してほしい

勝つた方が世界を支配する

若し人間である私が負けたとする

世界ぢうが大小のなめくぢのうじよ〳〵とした世界となる

その有樣に戰慄をおぼえないか

故に、私は斷乎としてこの慘劇を犯さないわけにゆかなかつた

苦しめば苦しむほど

私はなめくぢの上に塩を振り撒いた

「汝の敵を愛する」場合を心得てゐると共に

より大切なことは

「汝の敵を殲滅する」ことを知るにある

だが

なめくぢには一と摘つまみか二摘みの塩で閒に合ふものの

コレラ菌とかペスト菌、はてはレプラ菌に対しては塩では間に合はぬ

人智を傾けての精密な科学的研究と

それに基く徹底的な驅逐法とが講ぜられねばならぬ

また若し

相手が傳說の九頭怪蛇ヒドラのやうな怪物の場合には

ヘラクレスのやうな英雄が現はれねばならぬ

相手が理不盡なオリムポスの神々の場合には

不敵なプロメトイスが現はれねばならぬ

そして

現代のヒトラ、現代のオリムポス神等に対しては

おのづから

現代のヘラクレス、現代のプロメトイスが現はれねばならぬ




なめくぢはいよ〳〵醜くく融けて

残骸はへどのやうな汚ならしさだ

かくて、なめくぢの世界は出現せずに済んだ

私人間はその醜惡な残物を掃きすてて

さて、自分のなすべき仕事へと帰つた




——一九三四、四月——
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